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説明事項

（１） 長野県駅（仮称）の構造概要について

（２） 風越山トンネルの検討状況について
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構造物概要（全体：既存道水路）

● 北条遊園地

● 五郎田橋

N

※図はR2.11時点のものであり、今後の設計・協議等の進捗により変更になる場合があります。 3

土構造区間 高架橋区間 橋梁区間 高架橋区間

※事業用地内の地盤高さは、計画地盤高を示しています。

（凡例）

：既存河川等

：既存道路
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● 北条遊園地

機器室

機器室機器室

※図はR2.11時点のものであり、今後の設計・協議等の進捗により変更になる場合があります。

：鉄道用地

（凡例）

：計画道路

：計画河川等

：既存河川等

：既存道路N

構造物概要（全体：計画道水路）

● 五郎田橋

駅東部駅中央部
駅西部

調整池

入出場口
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土構造区間 高架橋区間 橋梁区間 高架橋区間

※事業用地内の地盤高さは、計画地盤高を示しています。
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構造物の概要（駅東部）
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※事業用地内の地盤高さは、計画地盤高を示しています。
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※図はR2.11時点のものであり、今後の設計・協議等の進捗により変更になる場合があります。
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構造物の概要（駅中央部）
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※事業用地内の地盤高さは、計画地盤高を示しています。
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6※図はR2.11時点のものであり、今後の設計・協議等の進捗により変更になる場合があります。
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構造物の概要（駅西部）
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※図はR2.11時点のものであり、今後の設計・協議等の進捗により変更になる場合があります。
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トンネル
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※事業用地内の地盤高さは、計画地盤高を示しています。

R2.11.27開催のリニア関連事

業に関する説明会より引用



説明事項

（１） 長野県駅（仮称）の構造概要について

（２） 風越山トンネルの検討状況について
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作業用トンネル

発進坑

シールド工事に伴う発生土については、作業用トンネルを設け、施工ヤード（土曽川）へ搬出
する計画です。
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品川方坑口部付近平面図
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約350m

平面図

最大土被り

約70m

最小土被り約10m

縦断図

約5.5m

約4.5m

断面図

約20m²

※協議等により変更する可能性があります

新
戸
川

作業用トンネルは、施工ヤード（土曽川）から掘削を行い、本線トンネルの掘削起点となる

発進坑に接続する予定です。なお、最終的には埋め戻す計画です。

作業用トンネル概要

N
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施工ヤード（土曽川）

施工ヤード（上郷）
（シールドマシン発進位置）

シールド発生土運搬方法の検討状況

品川方

名古屋方

2019/5

北条地区説明会資料

施工ヤード（土曽川）からの発生土の運搬については、市道宮崎

唐洞線及び新設運搬路を検討しておりますが、発生土運搬車両の

通行による影響を抑えるために、その時点でご協力いただけている

座光寺上郷道路の事業用地を活用して工事用道路を設け、南信州

フルーツラインを経由して発生土置き場へ運搬することを考えてい
ます。

発生土の搬出方向

シールド工法の掘削方向
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